
市制70周年記念式典を開催

照会先 秘書課  ☎23-7710
　10 月 15 日、関市は市制 70 周年を迎え、多数のご来賓と市民の皆さまを招き、関市文化会
館で「市制 70 周年 ( 合併 15 周年 ) 記念式典」を開催しました。
　式典では、特別表彰などの表彰式のほか、人間国宝の土屋順紀さんが紋紗着物「山河」を披
露されました。また、関市出身のテノール歌手であり、多数の音楽コンクールで受賞を重ねて
いる城

じょうひろのり
宏憲さんによる記念コンサートも行いました。

関市制70周年記念誌を配布しています

　式典で配布した「関市制70周年記念誌」を希望される人に
進呈します。市の誕生から70年間を写真や年表で振り返る冊子
です。

無料
照会先 企画広報課  ☎23-9261

配布場所：市役所1階アトリウム
　　　　「写真展＆関を築いた人びとパネル展」内
※数に限りがありますので、ご了承ください。

人間国宝　土屋順紀さんの作品を紹介します
照会先 文化財保護センター  ☎45-0500

　関市では、市制 70 周年を記念して、国の重要無形文化財「紋
もんしゃ

紗」の保持者である土
つちや　よしのり

屋順紀さ
んの作品を新たに所蔵し、「市制 70 周年（合併 15 周年）記念式典」で公開しました。
　これまで広報せきで 2 回にわたって制作工程を掲載してきました。今回は完成した作品を紹
介します。

今後の展示予定は、広報せきやホームページでお知らせします。

紋紗着物「山
さ ん が

河」

　関市をイメージする色とは、山々の緑と川の流れの
青だと思います。関の花である菊で染めてみたいと
思っておりましたところ、昨年の秋に菊友会の皆様の
御厚意で大輪の花を頂戴し、緑がかったグレーを染め
ることができました。
　関市を地図上で見ると大鳥が翼を広げているように
見えます。緑と青とが重なり合いながら左右に広がっ
ていくデザインで関市を表現して、これから増々飛翔
していくことを願いながら心を込めて織らせていただ
きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　土屋順紀
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2. 特別会計と水道事業会計
〇特別会計の決算
　国民健康保険や下水道などの事業
は、一般会計とは別の会計（特別会
計）を設けることになっています。 
個々の特別会計の決算額は右表のと
おりです。

〇水道事業会計の決算
　水道事業は一般会計や特別会計と
異なり、企業会計として自らの事業
の収益でまかなわれます。水道事業
会計は「収益的収支」と「資本的収支」
からなり、それぞれの決算額は右表
のとおりです。

■特別会計の決算
会　計　名 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計 ( 事業勘定 ) 97億6,013万円 96億8,359万円
国民健康保険特別会計 ( 直診勘定 ) 3億8,736万円 3億6,136万円
下 水 道 特 別 会 計 22億  350万円 21億  430万円
財 産 区 特 別 会 計 1,002万円 762万円
中小企業従業員退職金共済事業特別会計 1億    67万円 1億   67万円
食 肉 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計 6,152万円 6,152万円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 11億1,263万円 10億4,355万円
公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 1,797万円 1,797万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 75億9,864万円 72億9,653万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 9億9,126万円 9億7,211万円
合 　 　 　 　 　 　 　 　 計 222億4,370万円 216億4,922万円

■水道事業会計の決算
区　　　分 収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 18億4,540万円 16億4,045万円
資 本 的 収 支 4億  350万円 10億7,120万円

3. 基金と市債の状況
〇基金（貯金）の状況
　基金は市の「貯金」にあたります。「財政調整基金」は
年度間の財源を調整するため、「減債基金」は市債の償
還や管理を計画的に行うための基金です。その他、特定
の目的のために積み立てる「特定目的基金」があります。

〇市債（借金）の状況
　市債は市の「借金」にあたります。令和元年度の一般
会計における市債の借入額は約42億円、元金の償還（返
済）額は約38億円でした。市では入札による低利な借
入れや、地方交付税措置のある有利な借入れを行い、
返済による将来負担の軽減に取り組んでいます。

0

50

100

150

200

250

26 27 28 29 30 R1

■ 財政調整基金　　■ 減債基金　　■ 特定目的基金（億円）

（年度）
※

特
定
目
的
基
金
＝
地
域
振
興
基
金
、

　公
共
施
設
等
整
備
基
金
、
職
員
退
職

　手
当
基
金
、
地
域
福
祉
基
金

　な
ど

■ 市債（借入）　　■ 公債費（返済）　　■ 市債残高（億円）

26 27 28 29 30 R1（年度）
0

10

20

30

40

50

0
50
100
150
200
250
300
350
400

4. 財政健全化の推進
　『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』により、財政の健全度を判断するための4つの指標からなる「健
全化判断比率」と公営企業会計の「資金不足比率」を公表しています。この法律では、「早期健全化基準」と「財政
再生基準」の2段階で財政悪化をチェックすることになっています。令和元年度決算では、いずれの指標も基
準を下回り、前年度に引き続き市の財政状況は健全な状態です。今後も社会情勢の変化や自然災害など不測の
事態に備えつつ、健全な財政を維持できるよう、より効果的、効率的な行財政運営に努めていきます。

①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率 ⑤資金不足比率

令和元年度 （赤字額なし） （赤字額なし） 2.9% （マイナス） （不足額なし）

①実質赤字比率	�������������一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。
②連結実質赤字比率	���財産区特別会計を除くすべての会計決算額を合算して全体の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示

すものです。
③実質公債費比率	��������市の借入金の返済額や、これに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。
④将来負担比率	�������������決算時点での市の借入金残高や、将来負担しなければならない額を指標化し、今後の財政運営を圧迫する可

能性を示すものです。将来負担額を充当可能財源が上回る場合はマイナスとなります。
⑤資金不足比率	�������������公営企業の資金不足を指標化し、経営状況の深刻度を示すものです。

10



1. 一般会計
　歳入決算額は422億6,835万円（前年度より7,868万円の減）、歳出決算額は381億7,300万円（前年度より
10億3,758万円の減）となりました。
　歳入と歳出の差額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実質収支額は33億404万円となり、この内17
億円を基金に積み立て、残額は翌年度へ繰り越しました。

令和元年度関市の決算を公表します
照会先 財政課 ☎23-7709

☆『せきしのけっさん』もご覧ください
　市民の皆さんに市政をより身近に感じていただくため、市の事業ごとの決算や内容、財源などを記載し、
分かりやすく説明した『令和元年度せきしのけっさん』を発行しました。市ホームページで公開するほか、
市役所、西部支所・各地域事務所の窓口でも無料で配布しています。
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市債

国庫支出金
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諸収入

繰入金

その他

民生費

教育費

総務費

公債費

土木費
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農林水産業費

消防費

商工費

災害復旧費

議会費

予備費

126億45万円

85億851万円

59億5,390万円

48億7,986万円

25億5,065万円

21億2,030万円

18億3,645万円

16億7,413万円

12億4,399万円

13億2,014万円

8億1,907万円

9億162万円

137億835万円

85億851万円

42億4,200万円

39億6,960万円

23億9,876万円

20億8,101万円

18億3,645万円

16億7,413万円

12億5,119万円

9億5,461万円

7億4,213万円

9億161万円

119億9,659万円

84億358万円

62億5,401万円

39億8,403万円

42億4,319万円

29億9,064万円

19億9,556万円

17億1,956万円

15億8,026万円

9億4,286万円

2億7,124万円

2,755万円

111億5,017万円

67億3,232万円

53億5,232万円

39億699万円

31億561万円

27億3,937万円

17億9,293万円

16億2,370万円

9億9,923万円

5億1,234万円

2億5,802万円

0万円

歳入 予算額 決算額 歳出予算額 決算額

分担金・使用料・
財産収入

（億円）

歳　入 歳　出
予算額 444億   907万円 予算額 444億   907万円

決算額 422億6,835万円 決算額 381億7,300万円

収入率 95% 執行率 86%

■市税の内訳
区　分 予算額 決算額

市 民 税 52億3,790万円 57億7,401万円
固 定 資 産 税 56億1,531万円 61億3,175万円
軽 自 動 車 税 2億7,076万円 2億7,667万円
市 た ば こ 税 4億8,702万円 5億   280万円
特 別 土 地 保 有 税 0万円 0万円
都 市 計 画 税 9億6,834万円 9億9,838万円
入 湯 税 2,112万円 2,474万円
合 計 126億    45万円 137億   835万円

■都市計画税の使途状況
区　分 金　額 区　分 金　額

都
市
計
画
事
業
費
な
ど

街 路 2億3,295万円

左
記
の
財
源
内
訳

地 方 債 2億  620万円

公 園 0万円 支 出 金 1億1,662万円

下 水 道 7,132万円 負 担 金 そ の 他 0万円

そ の 他 0万円 都市計画税収入額 9億9,838万円

都市計画事業　計 3億  427万円 一 般 財 源 等 1億6,350万円

土地区画整理事業 1億4,908万円 合　　　　　 計 14億8,470万円

地 方 債 償 還 額 10億3,135万円

合 計 14億8,470万円

一　般　会　計
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令
和
元
年
度
の
決
算
を
審
議

　
令
和
2
年
市
議
会
第
3
回
定
例
会
を
9
月
1

日
か
ら
9
月
29
日
ま
で
の
29
日
間
、
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
8
件
、

一
般
議
案
5
件
、
補
正
予
算
6
件
、
決
算
認
定

12
件
、
人
事
案
件
3
件
、
報
告
3
件
、
請
願
1

件
、
議
員
提
案
2
件
の
、
合
わ
せ
て
40
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

　
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
9
月
1
日
の
本
会
議
1
日
目
は
、
会
期
を
29

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

関
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選

任
な
ど
諮
問
3
件
に
つ
い
て
同
意
・
可
と
し
ま

し
た
。

▼
9
月
10
日
の
本
会
議
2
日
目
は
、
議
案
に
対

す
る
質
疑
を
行
い
、
関
市
有
線
放
送
施
設
条
例

の
廃
止
や
財
産
の
取
得
(G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
な
ど
7
件
を
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
関
市
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
や

令
和
元
年
度
関
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
な
ど
25
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
10
人
の
う
ち
4
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
11
日
の
本
会
議
3
日
目
は
、
5
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
14
日
の
本
会
議
4
日
目
は
、
1
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
15
日
～
24
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
29
日
の
本
会
議
5
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告
が

行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
、
そ
の
他
の

議
案
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
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議
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提
案
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見
書
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件
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審
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決
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。
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食
事
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券
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自
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た
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、
売
上
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減
少
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市
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飲
食
店
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

1
冊
7
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食
事
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1
世
帯

3
冊
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で
販
売
し
、
ま
た
、
飲
食
店
へ
の
早
期

支
援
に
繋
げ
る
た
め
に
、
利
用
期
限
を
7
月
末

日
と
し
ま
し
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。
そ
の
結
果
、
40
%
の
プ
レ

ミ
ア
ム
率
に
飲
食
店
を
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援
し
た
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と
い
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市

民
の
皆
さ
ん
の
思
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加
わ
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、
販
売
か
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1

日
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、
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よ
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1
万
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冊
、
1
億
5
百
万

円
分
の
食
事
券
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完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
食
事
券
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、
利
用
期
間
が
短
か
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た
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も
か
か
わ
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ず
、
有
効
に
利
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さ
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、
短
期
間

で
大
き
な
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費
を
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た
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と
か
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、

効
果
的
な
事
業
に
な
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た
と
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て
い
ま
す
。
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で
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い
て
事
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出
な
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た
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に
可
能
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調
査
を
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ま
し
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。そ
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結
果
、

関
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見
I
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、
事
業
費
が
約
32
億

円
で
、
分
譲
価
格
が
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万
円
、
関
工
業
団
地
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辺
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は
、
事
業
費
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約
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億
円
で
、
分
譲
価

格
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坪
14
万
円
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試
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さ
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ま
し
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。
東
海
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状
自
動
車
道
や
東
海
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陸
自
動
車
道
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I
C

周
辺
と
い
う
地
の
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を
生
か
す
た
め
候
補
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と

し
ま
し
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が
、
農
振
農
用
地
の
除
外
手
続
に
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具
体
的
な
企
業
の
整
備
計
画
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必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
昨
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度
実
施
し
た
景
気
動
向

調
査
で
、
新
設
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設
の
予
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て
い
き
ま
す
。

　
関
市
の
強
み
と
し
て
、
災
害
へ
の
強
さ
や
、

東
海
環
状
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
機
械
装
置
を
揃
え
た
岐
阜
県
産
業
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・
技
術
開
発
支
援
が
得
ら

れ
る
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
P
R
し
な
が
ら
誘

致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
行
事

質
問　
今
後
の
対
応
は

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め
、
今
年
度
の
学
校
行

事
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
中
止
、
延
期
、
縮
小
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
児
童
生
徒
の
思
い

を
大
切
に
す
る
た
め
、
実
施
に
向
け
て
、
校
長

会
・
P
T
A
連
合
会
・
保
護
者
会
・
教
育
委

市
議
会
第
３
回
定
例
会
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員
会
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
は
、
感
染
症
対
策
を

行
っ
た
上
で
宿
泊
を
伴
わ
な
い
日
帰
り
旅
行
を

実
施
し
ま
す
。
移
動
は
乗
車
率
を
50　
%
程
度

に
抑
え
た
バ
ス
を
利
用
し
、
高
山
や
奈
良
の
歴

史
的
建
造
物
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
を
見
学
し

ま
す
。

　
運
動
会
・
体
育
大
会
は
、
従
来
の
形
で
は
な

く
、
平
日
に
学
年
ご
と
の
球
技
大
会
や
ミ
ニ
運

動
会
な
ど
に
変
更
し
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、合
唱
は
全
校
合
唱
は
行
わ
ず
、学
年・

ク
ラ
ス
ご
と
の
開
催
や
録
画
放
映
な
ど
、
各
校

で
工
夫
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税

質
問　
ど
の
よ
う
な
施
策
に
充
て
ら
れ
る
の
か

　
答
弁　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は
、
法
律

で
次
の
2
つ
の
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
1

つ
目
は
、
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
、
2
つ

目
は
、
森
林
の
整
備
を
担
う
べ
き
人
材
の
育
成

や
確
保
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
に
関
す

る
普
及
啓
発
、
木
材
の
利
用
の
促
進
、
そ
の
他

の
森
林
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
で
す
。

　
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
間
伐
や
間
伐
材

の
搬
出
に
必
要
な
路
網
整
備
な
ど
の
森
林
整
備

を
は
じ
め
、
新
規
の
林
業
就
労
者
を
確
保
す
る

た
め
の
研
修
、
林
業
労
働
者
の
安
全
確
保
の
た

め
の
安
全
装
備
の
導
入
支
援
で
す
。
ま
た
、
森

林
体
験
学
習
の
場
を
提
供
す
る
事
業
や
木
育
事

業
な
ど
の
財
源
と
し
て
も
充
て
る
こ
と
が
で

き
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
幅
広
い
森
林
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備
事
業

質
問　
せ
き
て
ら
す
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
と

オ
ー
プ
ン
後
の
使
用
方
法
は

　

答
弁　
せ
き
て
ら
す
に
は
、
観
光
案
内
所
、

刃
物
工
房
、
キ
ッ
チ
ン
設
備
、
多
目
的
ホ
ー
ル

が
で
き
る
予
定
で
す
。
８
月
末
現
在
の
工
事
の

進
捗
率
は
約
50
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
来
年
3
月
中

に
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　
観
光
案
内
所
で
は
、
特
産
品
や
食
の
魅
力
の

紹
介
や
、
市
内
の
自
然
・
史
跡
な
ど
の
観
光
情

報
を
提
供
し
ま
す
。
実
際
に
そ
の
場
を
訪
れ
、

確
か
め
た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
考
え
、
市

街
地
の
み
な
ら
ず
、
市
内
全
域
に
観
光
客
を
誘

導
し
て
い
き
ま
す
。
刃
物
工
房
で
は
、
刃
物
を

使
っ
て
気
軽
に
体
験
で
き
る
切
り
絵
や
雑
貨
な

ど
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
設

備
で
は
、
10
人
程
度
の
少
人
数
で
、
市
内
飲
食

店
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
う
料
理
教
室
や
子
ど

も
に
正
し
い
食
と
刃
物
の
扱
い
方
を
教
え
る
食

育
料
理
教
室
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
目

的
ホ
ー
ル
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
利

用
の
無
い
時
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

談
話
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
来
訪
者
が
自
由
に
利
用

で
き
る
空
間
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
対
応

質
問　
分
散
避
難
時
の
救
援
物
資
配
布
は

　
答
弁　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
避
難
所
の
収
容
人

数
が
限
ら
れ
る
た
め
、
指
定
避
難
所
以
外
に
自

宅
、
親
戚
や
知
人
宅
、
車
中
な
ど
で
の
分
散
避

難
に
つ
い
て
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、「
自
分
の
命
は
、
自
分
で

守
る
」
と
い
う
市
民
の
意
識
を
醸
成
し
、
必
要

な
物
資
は
、
自
宅
に
1
週
間
分
を
備
蓄
す
る
こ

と
や
、
避
難
時
に
は
3
日
分
の
食
料
な
ど
を
持

参
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
災

害
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
分
散
避
難
を

し
て
い
る
人
へ
の
救
援
物
資
の
配
布
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
指
定
避
難
所
を
地
域
の
配
給

拠
点
に
位
置
付
け
、
避
難
者
の
情
報
収
集
や
必

要
な
物
資
を
受
け
取
る
場
所
に
し
ま
す
。
分
散

避
難
を
し
た
人
も
、
避
難
先
近
く
の
指
定
避
難

所
へ
、
氏
名
や
人
数
、
避
難
場
所
な
ど
を
報
告

す
る
こ
と
で
必
要
な
支
援
物
資
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
企
業
・
起
業
家
支
援

質
問　
取
組
は

　

答
弁　

市
内
企
業
の
技
術
革
新
を
促
進
す

る
た
め
に
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
先
端

設
備
な
ど
の
導
入
支
援
や
新
製
品
・
新
技
術
な

ど
の
研
究
開
発
に
関
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
I
o
T
・
I
T
導
入
に
よ

り
業
務
効
率
化
を
進
め
る
事
業
者
に
は
、
研
修

費
用
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
く
費
用
、
設
備
導

入
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
起
業
家
支
援
の
取
組
で
は
起
業
家
の

掘
り
起
こ
し
や
質
の
高
い
支
援
を
行
う
た
め

に
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
「
創
業
支
援
等
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
別
相
談
で
は
、

関
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

金
融
機
関
や
商
工
会
議
所
、
商
工
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら「
経
営
」や「
販
路
開
拓
」と
い
っ

た
起
業
の
際
に
必
要
な
知
識
、
情
報
の
習
得
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
関
市
指
定
文
化
財

質
問　
市
町
村
合
併
後
に
指
定
が
解
除
さ
れ
た

文
化
財
の
再
調
査
や
再
指
定
は

　

答
弁　

合
併
前
の
各
町
村
の
指
定
文
化

財
は
、
合
併
協
定
書
の
取
り
決
め
に
よ
り
、

1
7
2
件
を
関
市
指
定
文
化
財
と
し
て
承
継

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
19
年
の
文
化
財
審

議
会
で
、
個
人
所
有
の
動
産
や
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
経
緯
が
わ
か
る
文
書
が
全
て
保
管
、
も

し
く
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
文
化
財
は
、
指

定
対
象
と
し
な
い
と
い
う
基
準
が
示
さ
れ
、

1
7
2
件
の
う
ち
64
件
が
解
除
に
な
り
ま
し

た
。
解
除
に
な
る
文
化
財
の
所
有
者
に
は
、
理

由
を
記
載
し
た
不
承
継
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
し
た
が
、
規
則
に
基
づ
く
指
定
解
除
通
知
書

で
は
な
い
こ
と
や
、
告
示
を
し
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
指
定
解
除
に
伴
う
事
務
手
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続
に
不
備
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま

す
。
早
急
に
告
示
を
行
い
、
所
有
者
に
通
知
し

ま
す
。

　
な
お
、
解
除
し
た
旧
町
村
の
文
化
財
は
、
文

献
や
現
地
調
査
な
ど
を
進
め
、
改
め
て
調
書
を

作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
認
定
基
準
の
見
直
し
を

行
い
、
新
た
な
審
査
基
準
で
文
化
財
審
議
会
に

諮
問
し
、
再
審
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

質
問　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
策
は

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
恐
怖
心
、
誤
解
や
偏
見
に
よ
り
、
排
除

し
た
り
差
別
を
し
た
り
す
る
コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

岐
阜
県
内
で
も
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
岐
阜
県
は
9
月
1
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
や
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の
誹
謗

中
傷
を
防
ぐ
た
め
に
、
県
内
42
市
町
村
長
と
連

名
で
ス
ト
ッ
プ
「
コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

宣
言
を
発
表
し
、
行
政
が
先
頭
に
立
ち
、
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。
関
市
で
も
、
こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

行
っ
て
き
た
注
意
喚
起
に
加
え
、
こ
の
宣
言
の

周
知
を
行
い
、
差
別
や
偏
見
へ
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

質
問　
推
進
は

　
答
弁　
関
市
立
図
書
館
は
、「
新
修
関
市
史
」

編
さ
ん
に
あ
た
り
収
集
し
た
古
文
書
や
絵
図
な

ど
1
万
点
以
上
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
資
料

は
、
1
件
ご
と
に
保
存
用
の
封
筒
に
収
納
し
、

収
蔵
庫
に
お
い
て
保
管
・
管
理
し
て
い
ま
す
の

で
、
経
年
変
化
な
ど
に
よ
る
劣
化
は
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
地
震
や
水

害
な
ど
、文
化
財
の
罹
災
へ
の
対
策
と
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
す
る
こ
と
が

最
も
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、
今
年
度
作
成
さ
れ
る
「
岐
阜
県
文

化
財
保
存
活
用
大
綱
」
を
踏
ま
え
、
本
市
で
も

計
画
を
策
定
し
、
段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
代
表
質
問
と
一
般
質
問
は
、
質
問
の
方
法

が
違
う
の
？ 

　
　
　
　
関
市
議
会
で
は
、
会
派
の
代
表
者
が

行
う「
代
表
質
問
」と
個
々
の
議
員
が
行
う「
一

般
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。
両
者
で
は
質
問
の
方

法
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
代
表
質
問
で
は
、
議

員
が
ま
と
め
て
質
問
を
し
、
執
行
部
が
ま
と
め

て
そ
れ
に
答
え
る
「
一
括
質
問
・
一
括
答
弁
方

式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
質
問

で
は
、
一
つ
の
質
問
に
対
し
て
そ
の
都
度
一
つ

ず
つ
答
え
る
と
い
う
「
一
問
・
一
答
方
式
」
を

採
用
し
て
い
ま
す
。「
一
問
・
一
答
」
に
は
、

や
り
取
り
が
分
か
り
や
す
い
こ
と
や
、
筋
書
き

の
な
い
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
想
定
し
て

い
な
い
質
問
や
資
料
を
準
備
し
て
い
な
い
質
問

に
対
し
て
市
側
が
明
確
な
答
弁
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
方
法
の
特
徴
を
活
か
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
伝

わ
り
や
す
い
形
式
を
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

◆
議
案
の
賛
否
の
公
表

　
関
市
議
会
で
は
、
議
会
の
活
性
化
や
議
会
改

革
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
議
会
活
性

化
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
活
性
化
の
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
令

和
２
年
第
３
回
定
例
会
か
ら
議
案
な
ど
に
対
す

る
各
議
員
の
賛
否
に
つ
い
て
、
公
表
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し

ま
す
。

◆
関
市
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
傍
聴

自
粛
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
Y
o
u
T
u
b
e
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
を
利
用
し
て
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
映
像
は
、
本
会
議
開
催
時
の
み
配
信

し
て
い
ま
す
。
会
議
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
議
会
の
日
程
」
に
掲
載

し
ま
す
。

　
ま
た
、
定
例
会
の
代
表
・
一
般
質
問
に
つ
い

て
は
、
録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　
議
会
事
務
局
☎
2
3
–9
0
6
8

市議会ホームページ→議会中継
YouTube「岐阜県関市議会公式チャンネル」
のバナーをクリックするとご覧いただけます。

 

関
市
議
会
Q
&
A

A
．
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 審議の結果
議案名 審議結果

条例
関係

関市教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例の一部改正 可決
地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律に係る関市固定資産税の特例に関する条例の
一部改正 可決

関市手数料徴収条例の一部改正 可決
関市税外収入の督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部改正 可決
関市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決
関市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決
関市有線放送施設条例の廃止 可決
関市屋外スポーツ施設条例の一部改正 可決

一般
議案

関市過疎地域自立促進計画の変更 可決
公の施設の指定管理者の指定期間の変更（関市上之保有線テレビ放送センターほか3施設） 可決
財産の取得（庁内ネットワーク環境整備機器） 可決
財産の取得（GIGAスクール用タブレット端末） 可決
財産の取得（関商工高等学校用タブレット端末） 可決

補正
予算

令和2年度関市一般会計補正予算（第9号） 可決
令和2年度関市特別会計補正予算　<5件>

【国民健康保険（第2号）/財産区（第1号）/介護保険事業（第2号)/後期高齢者医療（第1号）/下水道事業（第1号）】 可決

決算
認定

令和元年度関市一般会計歳入歳出決算の認定 認定
令和元年度関市特別会計歳入歳出決算の認定　<9件>

【国民健康保険/下水道/財産区/中小企業従業員退職金共済事業/食肉センター事業/農業集落排水事業/公設地方卸売
市場事業/介護保険事業/後期高齢者医療】

認定

令和元年度関市水道事業会計決算の認定 認定
令和元年度中濃地域農業共済事務組合農業共済事業会計決算の認定 認定

人事
案件

関市固定資産評価審査委員会の委員の選任（新任1名） 同意
関市教育委員会の委員の任命（新任1名） 同意
人権擁護委員の推薦（再任1名・新任2名） 可

報告
令和元年度決算に基づく関市健全化判断比率の報告 報告
令和元年度決算に基づく関市資金不足比率の報告 報告
令和元年度決算に基づく関市財政運営判断指標の報告 報告

請願 新型コロナから子どもや教職員を守るために、小中学校の「20人以下学級」の実現を求める請願書 不採択

議員
提案

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 可決
防災・減災・国土強靱化対策の継続・拡充を求める意見書 可決

賛否が分かれた議案

議案番号 議案名
議
決
結
果

議
長 市政クラブ 清流クラブ 若草クラブ 市議会公明党 新和会

日本
共産党
関市
議員団

無
会
派

波
多
野
源
司

池
村
真
一
郎

渡
辺
　
英
人

鷲
見
　
　
勇

村
山
　
景
一

三
輪
　
正
善

長
尾
　
一
郎

田
中
　
　
巧

後
藤
　
信
一

長
屋
　
和
伸

栗
山
　
　
守

土
屋
　
雅
義

松
田
　
文
男

足
立
　
将
裕

幅
　
　
永
典

市
川
　
隆
也

林
　
　
裕
之

武
藤
　
記
子

浅
野
　
典
之

小
森
　
敬
直

猿
渡
　
直
樹

石
原
　
教
雅

議案第59号 関市教育職員の給与等に関する特別措置に関す
る条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定第1号 令和元年度関市一般会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定第2号 令和元年度関市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定第3号 令和元年度関市下水道特別会計歳入歳出決算の
認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定第7号 令和元年度関市農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定第9号 令和元年度関市介護保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

請願第1号 新型コロナから子どもや教職員を守るために、小
中学校の「20人以下学級」の実現を求める請願書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ×

○=賛成、　×=反対　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。　
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